
盛
岡
駅

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

一
関

I
C

若
柳
金
成

I
C

一
ノ
関
駅

く
り
こ
ま
高
原
駅

仙
台
駅

東
京
駅

（
東
北
新
幹
線
）

新
幹

線
で

東
京
駅
→
仙
台
駅
→
く
り
こ
ま
高
原
駅

片
道
　
新
幹
線
で
２
時
間
半

。

※
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

く
り
こ
ま
高
原
駅
ま
で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

342

457

く
り
こ
ま
高
原
自
然
学
校

一
関

I
C若柳金成ＩＣ

一
ノ
関

駅

く
り
こ
ま
高
原
駅

　
1
9
9
6
年

創
立

。
野

外
教

育
、

冒
険

教
育

を
通

じ
て

青

少
年

の
健

全
育

成
を

支
援

す
る

民
間

の
野

外
教

育
事

業
所

と
し

て
活

動
を

開
始

。
2
0
0
0
年

か
ら

不
登

校
・

引
き

こ

も
り

に
悩

む
人

を
支

援
す

る
寄

宿
制

度
を

開
始

。
現

在
は

「
森

の
よ

う
ち

え
ん

」「
パ

イ
オ

ニ
ア

キ
ャ

ン
プ

」「
耕

英
寮

」

と
幼

児
か

ら
青

少
年

の
健

全
な

成
長

に
支

援
と

悩
み

を
抱

え
る

人
た

ち
の

課
題

解
決

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

至

至
 
仙
台

厳
美
渓
∴

 
 
 
手

国道４号線

東北新幹線

国道４号線

岩
手

県

平
泉

日
照
田

三
迫
川

く
り
は
ら

　
田
園
鉄
道

栗
駒
ダ
ム
　
　
　

行
者
滝

駒
ノ
湯

こ
の
辺
細
い
道

イ
ワ
カ
ガ
ミ
平

栗
駒
山

（
須
川
岳
）

▲

 石越
至
 
仙
台

達
谷
窟
∴

中
尊
寺
∴

岩

県
宮 
  城

 
 
 
 
 
 

県

宮
城

県

市
野
々
◯ 文

い
こ
い
の
村

栗
駒

栗
駒
高
原

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

矢
び
つ
温
泉

至
 
衣
川

本
寺

熊
谷
釣
り
堀

耕
英
分
校

ハ
イ
ル

ザ
ー
ム
栗
駒

至 須川温泉

栗
駒

岩
ヶ
崎

至
 
盛
岡

東北自動車道

仙
台

方
面
か
ら

東
北

自
動

車
道「

若
柳
・
金

成
IC」を

降
り
左

折
、3km程

直
進
し
て

国
道
４
号

線
に

交

わ
っ
た
と
こ
ろ
を
、再

び
左

折
。国

道
４
号

線
を
1km程

南
下
し
た

信
号「

沢
辺

神
林

」で

県
道
42号

線
に
右
折
、道

な
り
に
栗
駒
山
方
面
に
登
り
ま
す
。

盛
岡

方
面
か
ら

東
北

自
動

車
道「

一
関

IC」を
降
り
左

折
、国

道
342号

線
を

須
川

温
泉

-厳
美

渓
方

面

へ
。厳

美
渓

手
前
を
左

折
し
、市

野
々
を
経

由
し
て
日
照

田
か
ら
県

道
42号

を
栗

駒
山

方

面
へ
登
り
ま
す
。

※
い

ず
れ

か
ら
も「

栗
駒

山
へ

の
道

」「
ハ
イ

ル
ザ

ー
ム

栗
駒

」「
い
こ
い

の
村

」「
オ

ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
」「

イ
ワ
カ
ガ
ミ
平
」な

ど
の
看

板
を
追
っ
て
登
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

途
中

、「
駒
ノ
湯

十
字

路
」を

、「
世

界
谷

地
湿

原
」方

面
に
左

折
し
、「

熊
谷

養
魚

場・釣
り

堀
」を

過
ぎ
て

600mほ
ど
先

、左
手
に
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が「

く
り
こ
ま
高

原
自

然
学

校
」で

す
。

お
車

で

検
索

耕
英
寮

「
耕
英
」
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

ア
ク

セ
ス

マ
ッ

プ

お
問
合
せ

耕
英
寮
と
は
･
･
･

耕
英

寮
は

く
り

こ
ま

高
原

自
然

学
校

の
運

営
す

る
不

登
校

・
引

き
こ

も
り

の
た

め
の

長
期

寄
宿

制
度

で
す

。
2
0
0
0
 
年

よ
り

寄
宿

制
度

を
開

始
し

、
こ

れ
ま

で
に

1
0
0
 
名

以
上

の
青

少
年

を
受

け
入

れ
て

き
ま

し
た

。
耕

英
寮

は
「

創
造

的

な
生

き
方

」
が

基
本

姿
勢

で
す

。
寮

生
は

く
り

こ
ま

高
原

の
豊

か
な

自
然

に
囲

ま
れ

た
中

で
、
ス

タ
ッ

フ
、
他

の
寮

生
、

国
内

外
か

ら
来

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
な

ど
様

々
な

人
と

の
共

同
生

活
を

営
み

ま
す

。

寮
生

は
規

則
正

し
い

日
常

生
活

を
基

本
と

し
て

い
ま

す
。

農
作

業
や

家
畜

の
世

話
な

ど
の

日
常

的
な

「
生

活
を

創
る

体
験

」
と

、
登

山
、

キ
ャ

ン
プ

な
ど

の
非

日
常

的
な

「
自

然
体

験
・

冒
険

体
験

」
を

積
み

重
ね

、
大

自
然

や
仲

間
を

感
じ

、
自

分
を

省
み

て
、

自
律

し
た

精
神

と
多

様
な

感
性

を
育

み
ま

す
。

ス
タ

ッ
フ

は
2
4
 
時

間
体

制
で

サ
ポ

ー
ト

を
行

い
、

寮
生

の
主

体
性

を
尊

重
し

な
が

ら
「
冒
険
教
育

」
や

「
体
験
学
習
法

」
の

考
え

方
を

取
り

入
れ

た
指

導
を

行
い

、
寮

生
の

「
生
き
る
力

」
を

育
み

ま
す

。
家

庭
や

学
校

と
連

携
し

、
家

庭
教

育
・

学
校

教
育

で
は

十
分

で
き

な

い
体

験
を

通
じ

た
学

び
の

場
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
を

補
完

し
合

う
教

育
の

場
と

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

栗
原

市
栗

駒
耕

英
は

宮
城

県
北

西
部

に
位

置
し

て
い

ま
す

。
く

り
こ

ま
高

原
自

然
学

校
の

あ
る

耕
英

地
区

は
、

栗
駒

国
定

公
園

の
中

心
で

あ
る

栗
駒

山
の

中
腹

（
標

高
6
1
4
M
）

に
あ

り
ま

す
。

耕
英

地
区

は
1
0
月

中
旬

に
初

霜
、

1
1
月

上
・

中
旬

に
初

雪
が

降
り

、
積

雪
は

2
月

が
最

高
で

2
～

3
メ

ー
ト

ル
に

も
な

り
ま

す
。

戦
後

ま
も

な
い

1
9
4
7
年

（
昭

和
2
2
年

）
よ

り
、

満
州

（
現

中
国

東
北

部
）

か
ら

の
引

揚
者

ら
が

入
植

し
、

開
拓

が
始

ま
り

ま
し

た
。

そ
れ

以
前

の
耕

英
は

駒
の

湯
温

泉
の

一
部

を
除

き
、

密
集

し
た

ブ
ナ

の
大

木
に

覆
わ

れ
た

国
有

林
で

、
ふ

も
と

の
町

と
は

細
い

登
山

道
で

結
ば

れ
て

い
ま

し
た

。
こ

こ
を

訪
れ

る
者

と
い

え
ば

夏
山

登
山

者
と

湯
治

客
の

み
で

し
た

。
入

植
す

る
に

あ
た

っ
て

、
開

拓
団

の
名

称
が

必
要

に
な

り
、

宮
城

県
丸

森
町

耕
野

地
区

か
ら

入
植

し
た

彼
ら

の
「

耕
野

よ
り

英
（

秀
）

で
た

も
の

に
し

よ
う

」
と

い
う

願
い

か
ら

名
づ

け
ら

れ
ま

し
た

。
夏

で
も

低
温

で
冷

涼
な

気
候

を
活

か
し

た
、

イ
チ

ゴ
や

大
根

な
ど

の
農

産
物

、
養

殖
発

祥
の

地
で

も
あ

る
イ

ワ
ナ

な
ど

が
特

産
で

す
。

近
年

は
花

卉
の

生
産

も
行

わ
れ

て
い

ま
す

。

〒
9
8
9
-
5
3
7
1

宮
城
県
栗
原
市
栗
駒
沼
倉
耕
英
中
5
7
-
1

T
E
L
/
F
A
X
：
0
2
2
8
-
4
6
-
2
6
2
6

E
-
m
a
i
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：
i
n
f
o
@
k
u
r
i
k
o
m
a
n
s
.
c
o
m

U
R
L
 
 
 
 
：
k
u
r
i
k
o
m
a
n
s
.
c
o
m



あ
る

日
の

耕
英

寮

Ｆ
ｉｅ

ｌｄ
　
Ｍ

ａ
ｐ

フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ッ
プ

冒
険

教
育

と
は

体
験

学
習

法
と

は

生
き

る
力

と
は

施
設

概
要

自
然

が
教

え
て

く
れ

た
こ

と

L
ife

 in
 K

U
R
IK

O
M

A

Ｃ
ゾ
ー
ン

未
知
で
あ
る

リ
ス
ク
が
あ
る

予
測
で
き
な
い

心
地
悪
い

結
果
が
保
証
さ
れ
な
い

不
安

不
慣
れ

ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ

（C
o
m
fo
rtab
le
）

快
適
･心
地
良
い

安
全
･安
心

知
っ
て
い
る
･慣
れ
て
い
る

楽
な
気
持
ち

予
測
で
き
る

出
来
る

自
発

的
行

為
Ｃ

ゾ
ー

ン
を

越
え

て
、

広
げ

る
こ

と
が

成
長

と
い

え
る

冒
険

と
は

Ｃ
ゾ

ー
ン

を
越

え
る

こ
と

体
験

学
習

法
の

循
環

過
程

実
社

会
に

応
用

す
る

体
験

す
る

（E
x
p
e
r
ie

n
c
in

g
）

D
o
・

や
っ
て

み
る

ふ
り

か
え

り
・

討
論

し
て

分
か

ち
合

う
作

業

指
摘

す
る

（Id
e
n
tify

in
g
）

何
が

起
こ

っ
た

の
？

L
o
o
k
・

事
実

を
観

て
み

る

分
析

す
る

（A
n
a
ly

zin
g
）

な
ぜ

起
こ

っ
た

の
？

T
h
in

k
・

背
景

を
考

え
て

み
る

概
念

化
す

る
（H

y
p
o
th

e
s
izin

g
）

今
度

は
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
？

P
la

n
,G

r
o
w

・
ま

と
め

る
,

次
を

考
え

る

冒
険
体
験
と
は
、
未
知
、
危
険
を
伴
う
、
不
慣
れ
、
予
測
が
難
し
い
、
精
神
的
に
不
安
、
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
、
結
果
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
、

成
功
す
る
か
失
敗
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
な
ど
と
い
う
状
態
を
体
験
す
る
こ
と
で
す
。

冒
険
の
反
対
を
C（
Comfortable）

ゾ
ー
ン
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
こ
と
、
安
全
で
あ
る
こ
と
、
安
心
で
き
る
、
快
適
な
状
態
、
楽
な

気
持
ち
安
定
し
て
い
る
、
予
測
も
つ
き
対
応
が
で
き
る
状
態
を
指
し
ま
す
。
こ
の
C
ゾ
ー
ン
か
ら
出
る
こ
と
を
冒
険
体
験
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

こ
の
冒
険
体
験
が
も
っ
と
も
大
切
に
考
え
て
い
る
の
が
“
自
発
的
行
為
“
で
す
。
自
分
で
考
え
自
分
で
判
断
し
自
分
の
意
志
で
行
動
を
起
こ
す
こ

と
で
す
。
自
発
的
に
C
ゾ
ー
ン
か
ら
出
る
こ
と
が
大
切
で
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
や
る
こ
と
は
本
来
の
冒
険
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

体
験
を
通
じ
て
深
い
学
び
に
す
る
た
め
に
は
、
学
び
の
循
環
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
体
験
を
し
た
後

に
振
り
返
る
作
業
を
し
ま
す
。
体
験
を
振
り
返
り
、
そ
の
時
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
事
実
を
挙
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
分
析
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
し
い
補
法
を
生
み
次
の
体
験
へ
生
か
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
最
初
の
体
験
か
ら
循
環
過
程
を
へ
て
、
次
の
体
験
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
失
敗
し
た
と
き
は
学
び
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。
こ
の
体
験
学
習
を
諦
め
ず
に
続
け
る
こ
と
で
失
敗
が
失

敗
で
な
く
な
り
、
い
つ
か
成
功
へ
導
か
れ
る
の
で
す
。
途
中
で
諦
め
る
こ
と
は
失
敗
と
し
て
残
る
の
で
す
。

　
自
然
体
験
活
動
は
、
冒
険
の
要
素
と
体
験
か
ら
学
ぶ
要
素
に
溢
れ
て
い
る
自
然
環
境
の
中
で
の
活
動
だ
と
言
え

ま
す
。
無
限
大
の
冒
険
と
、
無
限
に
広
が
る
学
び
の
世
界
が
自
然
体
験
活
動
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

「
い
か
に
社
会
が
変
化
し
よ
う
と
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、

よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
で
あ
り
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心

や
感
動
す
る
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
で
あ
る
。
」
1
9
9
6
年
中
央
教
育
審
議
会

受
け
入
れ
可
能
人
数
…
男
子
1
3
名
　
女
子
5
名

ス
タ
ッ
フ
体
制
…
住
み
込
み
ス
タ
ッ
フ
が
2
4
時
間
体
制
で
対
応
し
ま
す

動
物
…
馬
１
頭
、
犬
４
頭
、
ヤ
ギ
１
頭
、
羊
１
頭
、
ニ
ワ
ト
リ
、
ウ
サ
ギ

「
冒
険
体
験
に
は
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
し
た
弾
む
心
が
あ
り
ま
す
。
夢
や
希
望
に
は
困
難
や
課
題
を
乗
り
越
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。
雨
が
嫌
だ
と
か
、
風
が
嫌
だ
と
か
、
雪
が
嫌
だ
と
か
言
っ
て
も
、
人
間
の
感
情
に
関
係
な
く
、
雨
が
降
り
、
風
が
吹
き
、

雪
が
降
り
ま
す
。
で
も
私
た
ち
は
、
雨
の
中
で
も
、
風
が
吹
い
て
も
、
雪
の
中
で
も
、
何
か
に
熱
中
し
て
熱
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
嫌
な
こ
と
や
、
辛
い
こ
と
を
自
分
以
外
の
誰
か
の
せ
い
に
し
た
り
、
社
会
や
環
境
の
せ
い
に
し
た
り
す
る
こ
と

が
無
意
味
な
こ
と
を
自
然
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。
生
き
る
こ
と
は
、
取
り
組
む
人
の
心
の
有
様
が
一
番
大
事
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
目
の
前
の
課
題
を
解
決
し
、
新
し
い
人
生

や
社
会
を
拓
き
ま
す
。
平
和
で
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
。
人
類
誰
も
が
望
ん
で
い
る
社
会
は
、
夢
と
希
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
か
実
現
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
」
代
表
：
佐
々
木
豊
志

6
：
3
0
起
床

み
ん
な
で
食
事
作
り
・
入
浴
・
な
ど

フ
リ
ー
タ
イ
ム
（
入
浴
な
ど
）

寮
生
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
次
の
日
の
予
定
決
め
）

動
物
の
世
話
、
朝
食
づ
く
り

6
：
4
5

朝
食

7
：
3
0

清
掃

8
：
0
0

昼
食

1
2
：
0
0

日
中
の
活
動
の
つ
づ
き

1
3
：
0
0

動
物
の
世
話

1
6
：
3
0

夕
食
・
そ
の
日
の
振
り
返
り

1
8
：
3
0

消
灯

2
2
：
0
0

フ
リ
ー
タ
イ
ム

日
中
の
活
動

9
：
0
0

（
農
業
体
験
、
沢
遊
び
、
山
登
り
な
ど
）


